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資料紹介｜Book information
2009 年 2 月，フランス海外県のグアドループとマ
ルティニックで，史上最大規模のゼネストが発生し
































































































































































































本書は，アジア経済研究所で 2010 年～ 2012 年に
行われたコスタリカ総合研究プロジェクトの成果で
ある。コスタリカは 1948 年からの非武装政策や，ラ
テンアメリカでも屈指の社会政策の整備で知られて
いるが，日本における同国の総合的な分析をまとめた
本は多くない。本書は，とくに 2000 年代からのコス
タリカ社会 ･経済の変容に焦点を当てて編集された。
序章（山岡加奈子）で 2000 年代以前のコスタリカ
の概要を述べた後，1 章（尾尻希和）ではコスタリカ
の域内最長を誇る民主主義体制を「リベラル・デモ
クラシー」と位置づけて分析した。2 章（久松佳彰）は，
コスタリカ国民の民主主義の価値が，すべての階層
にわたって共有されていることを世論調査から示し
た。3 章（山岡）は，コスタリカの対外政策が米国重
視であり，その選択が合理的なものであると評価し
た。4 章（宇佐見耕一）は，福祉国家としてのコスタ
リカが新自由主義的な政策の導入により変容してい
ることを示し，5 章（米村明夫）は，戦後一貫して重
視されてきた教育の制度と性格を明らかにしている。
6 章（北野浩一）では，コスタリカの産業構造の変化
と，それが国民経済に及ぼした影響について検討し
た。7 章（狐崎知己）では，コスタリカの貧困問題が
とくに農村部で解決されていないことから，脆
ぜい
弱な
地域に集中して対策を行うテリトリアル農村開発の
試みを取り上げた。
福祉国家として知られる同国は，実は 20 年以上
前から徐々に新自由主義的な政策を導入しつつあり，
その影響をめぐって国論が二分している。コスタリ
カの最新の現状を，政治，外交，経済，社会の各分
野から分析した本書は，日本における同国の最新の
動向についての理解を深める一助になることと思う。
	 （山岡加奈子）
アジ研選書36　アジア経済研究所　
2014年　217+viiページ
山岡加奈子編著
『岐路に立つコスタリカ 
―新自由主義か社会民主主義か―』
